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            図 2-2 物流センターの種類 
 
(1) 一般的な物流センター 




























































































































図 2-4 P-Q曲線 ［3］ 
 
Step２．物の流れの分析 






図 2-5 物流センター内製品基本流れパターン［6］ 
     






















図 2-8 近接性相互関連表 ［3］ 
 
 また、物の流れを分析とアクティビティ相互関連表に基づいて、各施設の位置関係をこ








表 2-3 相互関係の評価値                 表 2-4 相互関連関連表 
      







図 2-9 アクティビティ関連線図 ［3］ 
 
Step５．貨物の流れと施設配置の関連線図の作成 




M1 M2 M3 M4 M5 M6 M7 M8
M1 20 10 5 15 0 0 20
M2 20 0 15 5 0 5 20
M3 10 0 5 15 0 -20 0
M4 5 15 5 0 10 15 0
M5 15 10 15 0 0 0 0
M6 0 0 0 10 0 20 0
M7 0 5 -20 15 0 20 0














図 2-11 必要な面積を算定 ［3］ 
 









































































































































































































たか整理し、注文データを作成する。データにおいて、注文先を E(Order Entry )、種類



















           種 類   注文   
数量   
 注文   
点数   
Ｉ１   Ｉ２   Ｉ３   Ｉ４   Ｉ５   Ｉ６    ＥＱ   ＥＮ   
客   
先   
注   
文   
伝   
票   
Ｅ１   3   5  0  1  2  3     1 4   5  
Ｅ２    2    0    4   6   7   0     1 9   4  
Ｅ３    4   0   0   0  0   8     1 2   2  
Ｅ４    2    8    0   3   5   2     2 0   5  
          
種 類 毎
注文量   
ＩＱ   1 1   13    4  10   14   13    6 5  Ｇ Ｅ
Ｎ   
注文   
重複数   
ＩＫ    4    2    1   3   3   3      ＧＩ



























































































            表 4-1 モデル化対象の項目 
              






               
        







間口、1段構成とし、固定棚は幅 1100mm×長さ 11000mm×高さ 1800mmの場合を想定す
る。（図 4-2） 
 
          





             
                           図４-3 出荷場 
(4) 作業の開始、終了位置 











    
 




















             

















         






































          






























固定棚の高さ 1.8ｍ、幅 0.6ｍ、長さ 7.2ｍの仕様とした。そして、1つの棚を２
組の背あわせで使用することとした。また、棚は 1棚 6間口、3段構成とし、１間
口に 2商品を保管するとした。また、貨物を取り出すのに十分なスペースを考慮し










           







   







































    










    















































































表 5-1 注文データ 






















    データ 
パターン 
E I Q L IK EN 
①E<I=L、IK=1 6 20 44 20 1 >1 
②I<E=L、EN=1 20 6 44 20 >1 1 

















図 5-1 ピッキング作業総時間比較 
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